
平成 30年度 いきいきファーム育成支援事業研修生募集要領

1 研修生募集の概要

中高年世代等の札幌市民で、新たに農的活動を希望する皆さまに、農業の生産から販売などの

多様な農的活動を行うために、農業技術や経営方法を農業者のもとで、実地に習得るための研修 で

す。

平成 30年 4月 から研修生として、札幌市内屯田の研修農場において 10名程度を募集 します。

2 受講対象者

○研修受講を希望される方は、以下の条件を全て満たしていることが必要です。

ア 札幌市内に在住 していて、農家の後継者以外であること

イ 年令が概ね 45歳以上であること (平成 30年 4月 1日 基準 日)

ウ 研修機関等で農業の基礎的な知識や栽培技術等について研修をうけたことがあること (札幌

市が主催する市民農業講座 「さっぽろ農学校J入門コース及び専修コース修了の知識や技術 と

同程度 )

工 心身ともに健康であり、農的活動に対する意欲が高いこと

3 研修募集人数

10名程度

4 研修期間

原則 2年間継続 (平成 30年 4月 ～ 10月 末、平成 31年 3月 ～ 10月 末 )

5 研修内容

01年 目 共同ほ場において、基本的な農作物の栽培管理及び販売管理、農作業体験受入支援

02年 目 個人管理ほ場 (面積 :最低 3a～最大 10a)に おける農作物作付けから栽培管理、

収穫までの一連管理及び販売管理、農作業体験受入支援

5 研修時間

原則 午前 8時～午後 5時 (昼休み 1時間程度 )

※ただし、繁忙期は作業時間を延長することがあります。

6 研修期間の休 日

原則 週 2日

※休 日の曜 日及び別途休 日数等については、作物の生育状況により農場主と相談できめる。

7 研修費用

1年 目  5万 円

2年 目  最低 5万円～  (作付け面積により追加金額あり)

8 その他

・交通費は自己負担 となります。



・昼食は持参 してください。

・作業服や長靴等は自分でご用意ください。

・研修期間内であつても、研修の受講を取 り消す場合があります。

9 研修申込

・申込方法

別添の 「研修申込書 (様式 1号)Jに必要事項を記入の上、以下の提出先まで郵送または持参

してください。

・申込期間

平成 30年 1月 15日 (月 )～平成 30年 3月 31日 (土 )

郵送による場合は、平成 30年 3月 30日 (金)必着です。

10 研修内容に関する問合せ及び研修申込書の提出先

〒002-0865  札幌市北区屯田町 721番地

吉岡農園 (い きいきファーム)

吉岡 宏直 宛

電話  090-8632-3664  FAX (011)374-6658



様式 1号

研 修 申 込 書

平成   年   月   日

いきいきファーム 様

いきいきファーム育成支援事業研修を受講したいので、下記のとおり申し込みます。

1 氏名等

(ふ りなが)

氏 名

性 別 生 年 月 日

1男・ 2女

和
　
　
成

昭
　
　
平

年  月  日 (  歳 )

住   所 電 話 番 号

一Ｔ )

( )

携帯

勤務先 (学校)名 勤務先 (学校)電話番号

( )

2 家族構成

氏   名 続柄 生年月 日 住 所

※農業、農業研修に関する理解・協力を家族から得られていますか?

□ 得られている    |□  得 られていない      |□  未確認

3 資格・免許等

資 格

免許等



4 学歴・職歴・農業経験等

年 月 学 歴・職 歴

これまで受講 した農業講座や

研修等の実務経歴

期  間 主な内容

年  月～  年  月

年  月～  年  月

年  月～  年  月

年  月～  年   月

5 研修終了後の農的活動の希望内容

農的活動希望面積

総面積

作付品 目



6 農的活動研修を希望する動機

7 将来の農的活動の構想

※この申込書は、農的活動研修生の選考に際し、書類審査等の資料として使用するもので、個人

情報保護の観点から取扱には十分注意し、目的以外には使用しません。


